
単元の理解度を確かめ、個に応じた課題出題

確認テストを実施し、単元内の学習内容（学指小項目）ごとの理解度を確かめる

「確認テスト」では、単元の学習要素ごとに理解度を確かめ、クラスの理解度を確認し、

授業づくりにお役立ていただけます。

「自動個別課題」では、個人の理解度に応じて課題を出題することができます。

特長

１

特長

２
特長

３
学習内容（学指小項目）ごとに

クラス・個人の理解度を確かめる

一人一人の理解度に応じて

個に応じた課題が自動構成

生徒Ａ（得意）

生徒Ｂ（基礎固め）

状態変化と熱

POINT 学習レベルの違う問題が出題される

POINT 学年の違う問題や解説が出題される

POINT①

学習内容ごとに絞り込んで、

理解度を確かめる

出題内容を
確認できる

物質の融点と沸点

POINT②

理解度が低い順に並び替え、

個人の理解状況を把握する

詳しい操作手順は裏面をご覧ください。



◆お問い合わせはこちら
ラインズ株式会社
TEL:0120-49-7130（平日9:00～17:00）FAX:03-6861-6006
https://www.education.jp

操作方法

「確認テスト」を出題する

「自動個別課題」を出題する

③ 確認テストを出題する単元の【テスト指示】を選択します。

④ 指示内容を設定し、【出題する】を選択します。

① 【課題出題へ】を選択します。

② 【学年】【クラス】【教科】を選択します。

上記手順①～②を選択

⑤ 課題を出題する単元の【自動個別課題】を選択します。

⑥ 【課題タイプ】を選択します。

⑦ 指示内容を設定し、【出題する】を選択します。

確認テストを実施
していない単元が
グラフからわかる

出題した課題は、削除できませんのでご注意ください。

⑥

【おまかせ】

一人一人の学習結果に応じて、苦手や得意を総合的に学習できる

●苦手をなくす 理解度が低い部分を補強する教材を出題

●基礎を固める 理解度が低い部分をさらに基礎的に補強する教材を出題

●得意をのばす 理解度が高い部分を発展的に学ぶ教材を出題

【集中講座】苦手な学習内容に絞って学習できる

課題タイプ

①

確認テストの問題
内容を確認できる

②

②

③
④

⑤

⑦
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